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上段:変更後
第１章 目　　　的 下段:変更前

〃
　本計画地域は、岩手県一関市千厩町の中心部より東へ約５～７ｋｍの中山間地域に位置しており、地区内を東西に流れる準用河川金田

〃
川と一般国道284号沿いに広がる水田地帯である。

〃
　本地区の農地は、昭和４０年代に構造改善事業金田地区及び昭和５０年代に団体営ほ場整備事業北小梨地区の整備を行っているが、大

〃
半は未整備で不整形の小区画であると伴に、農道が狭小であり、農業機械の通行に支障をきたしている。

〃
　また、水路は用排兼用の土水路で、断面が狭小で深さも浅いため、十分な排水機能が果たせず、農業機械の作業効率低下を来たすとと

〃
もに、乾田化による高収益作物の導入が困難な状況にある。

〃
　このような地区の問題を解消するため、農業基盤を整備し、併せて、担い手への農地集積・集約化を促進し、地域農業の発展に資する

〃
ものである。

地　　積
（単位：ha）

第２章 地域の所在及び現況

第１節 地域の所在
〃

岩手県　一関市　千厩町　清田　地内　

－1－

一関市
76.1 － 81.4 95.5

85.2

5.3

3.84.4

9.9

－68.2 72.6 8.8

4.2

市町村名
合　計水　田 普通畑 樹園地 計 道水路等 その他

現況地目



第２節 現　　　況 上段:変更後

下段:変更前

第１項　地形、地質及び土壌
〃

　本計画地域は標高240ｍ～97ｍに位置し、平均地形勾配は1/16程度の傾斜を成している。
〃

　地質は水積による固結火成岩で、土壌は灰褐色土壌強粘土構造型、黒色土壌壌土腐食型、磯質土壌壌土マンガン型、グライ土壌強粘
〃

土構造型、磯層土壌砂土河床型となっている。

第２項　気　　象 （岩手県農林水産部農村計画課　計画樹立参考資料　令和 6年3月版）
（１）　一般気象 （岩手県農林水産部農村計画課　計画樹立参考資料　平成31年3月版）
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上段:変更後

（２）　特殊気象 下段:変更前

（計画樹立参考資料　令和 6年3月版）
（計画樹立参考資料　平成31年3月版）

発生 発生 発生 発生 発生

確率 確率 確率 確率 確率

〃 150 〃 60 〃 42 132.0 36 131.0 34
160.0 1 142.0 1 135.0 1 131.0 1 130.0 1

165 65 45 37 35
〃 86 〃 〃 〃 24 46.5 23 44.0 17
59.0 1 47.5 1 47.0 1 44.0 1 42.0 1

90 26 25 18 14
〃 141 〃 〃 〃 〃 〃 24 〃 22
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上段:変更後

第３節 水 利 状 況 下段:変更前

第１項 用水状況
〃

　本地区の平場については、準用河川金田川に設置された頭首工から、沢沿いについては、渓流水やため池から取水している。
　頭首工からの導水路は装工されているが、沢沿いの水路は土水路が多く、漏水が生じており、加えて法面の崩落等が見られ、
用水供給が不安定になっているとともに、水管理及び維持管理等に多大な労力と経費を費やしている。

第２項 排水状況
〃

　本地区の排水系統は、用排兼用の土水路であり、水田は湿田となっている。水路深さが浅く充分な排水機能を果たしていない
ことや、法面の崩落等による通水阻害により、農業機械の作業効率の低下や、水管理及び維持管理にも多大な労力と経費を費や
している。

第４節 営農状況
専業別農家数及び平均経営耕作面積

項　目
 戸　数 計 計

〃 〃
戸 戸 戸 戸 ha ha ha ha 振興山村地域 S46

〃 〃
農業振興地域 S47.2

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 〃 〃
果樹濃密 H2.5

- - - - - - - - 〃 〃
戸 戸 戸 戸 ha ha ha ha 酪農肉用牛 H28.4

〃 〃
- - - - - - - - 野菜指定産地 S51.12

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

地 域 指 定 等

2015農林業センサス

田 普通畑

2020農林業センサス

専　業

1,733
1.50

- - - -

----
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23
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関
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戸　数
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16

74.0

16.0 11.1 0.0

0.04
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2.0 100

一
戸
当
た
り
平
均
経
営
耕
地
面
積

5,261

10010.3 67.5

0.54

第一種

10072.9

144105

801

第二種
その他

24.0

0.46 0.05 2.01

1002.522.974.6
専
　
兼
　
業
　
別

22.2

戸　数

－4－

0.02 1.00

0.50



上段:変更後

下段:変更前

経営農用地広狭別農家数

ａ ａ

第５節 地域環境の概況

〃
　本地区では、農地や水路に隣接する法面等の草地にはノダイオウ、カワラナデシコの育成が、また農地にはトウキョウダルマガエル

の生息が確認されている。

　

一関市
8,996 - -

1,625 656 314 〃
--

2020農林業センサス

団地数

団地当たり

面　　積 平均耕地面積

2015農林業センサス

一戸当たり
耕地の分散状況

一戸当たり

5.0ha未満

1,43711,352 2,615

1.0ha 1.5ha
- - -

2.0ha 以上3.0ha
～

- -
752 384

5.0ha
区　分

経 営 農 用 地 広 狭 別 農 家 数

総戸数
～

0.5ha
0.5ha

～
2.0ha1.5ha

～
1.0ha 3.0ha

～

農　家

－5－

自給的

201
100

〃

農家

3,557
3,487



上段:変更後

第３章 基本計画 下段:変更前

第１節 計画の要旨
〃

　農地の大区画化、用排水路と農道の整備を実施し、農業生産性の向上をめざす。
〃

　また、暗渠排水を施し、耕地の汎用化を促進して、農作業効率の向上を図り、土地の生産性を高める。
〃

　環境との調和への配慮として、整備区域内の法面等に生育する希少種の植物は近傍の類似環境へ移植する。

事業計画一覧表

　砂利道　Ｂ＝5.0（4.0）～4.0（3.0）

ｍ

14,475

17,468
　　　　　　〃

道 路 工

　　　　　　  A＝59.5ha59.5
ha

65.7

ｍ

　表土扱い　　A＝65.7 ha

　管水路（塩ビ管）100～300m/m　開水路　BF300～BF450　頭首工2ヶ所

　　　　　　〃

　吸水渠H＝0.6ｍ　φ50～60m/m、集水渠　H＝0.6ｍ　φ50～65m/m
暗渠排水工

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃
HF300×300～1,300×1,000　大型HF1,800×1,200、1,400×1,000、1,000×800

－6－

ha

ｍ排水路工
13,449

56.1
59.4

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃

12,405

事　業　量 摘　　　　　　　　　　　　　　要

整 地 工

16,112

種　　別

用水路工

区
 
画
 
整
 
理

14,423



上段:変更後

第４章 工事又は管理の要領 下段:変更前

第１節 工事の施工計画
〃

　１.　工事は、全て県営事業による請負工事とする。
〃

　２.　施工は、農業土木工事共通仕様書による他、特記仕様書による。

第２節 管理の要領
〃

　施工後の諸施設の管理は、一関東部土地改良区及び一関市が行う。

第３節 予定工期
  平成28年～令和10年
  平成28年～令和５年

第５章 換地計画の要領

第１節 換地計画樹立の必要性
〃

　効率的な営農を展開するため、担い手への利用権設定等の利用集積促進を図り生産性の高い農業を実現できるよう換地計画
〃

を樹立する必要がある。

第２節 換地計画樹立の基本方針

第１項　従前地の地積の基準
〃

　換地交付の基準とする従前土地の地積は、土地改良事業計画の決定の日の登記簿地積とする。但し､上記の日から２ヶ月以内

に測量士等の資格者が測量した実測図に、隣接所有者の承諾書を添付して申出があった場合は、その申出の地積とする。

－7－

　　　　　　　　　　〃



上段:変更後

下段:変更前

第２項　農用地集団化の方針
　区分

換地区

第3項　清算の方法

〃
比例地積清算方式

第３節 土地改良法第５条第６項に規定する国有地等の編入承認に係る地積

（単位：ha）

〃
岩手県一関市千厩町清田　地内

7.1 7.1

7.1

-     8.1

区画畦畔の取り扱い
個　　人　　別　　換　　地　　の　　方　　法

8.1

合　　　計

〃

一般国有地

－8－

-    -     
計

〃 7.1 7.1
8.10.0

〃 〃
8.18.1

0.0
機能交換

-    

用　　途

〃 〃 7.1
8.1

国有地 県有地 市町村有地 計

公　用　公　共　用　地

地帯別グループ
別団地の設定

固定畦畔

一戸当り目標団地数位　　置　　の　　選　　択　　方　　法

1～2団地

清田12区
〃

〃
清田13-2区

清田13-1区

〃

〃 〃

清田11-1区
清田11-2区
清田11-3区
清田11-4区

集落別集団化、営農
別集団化を図る

各人の従前の土地が最も密集した位置を基本とするが、育成すべき経
営体の経営農用地を中心として農用地集積が図られるように配慮す
る。

〃 〃

〃

〃

清田13-3区



〃 上段:変更後

第４節 非農用地の換地方法 該当なし 下段:変更前

　（単位：㎡）

－9－

計

そ　の　他
換地取得

面　積（㎡）非農用地区域の位置の概略
予 定 者

換地の手法
換地区名

区　分 種　　類



上段:変更後

下段:変更前

第６章 費用の概算
単位：千円

農家（0％）
地 元 負 担（0％）

- --
254,010 127,005

--

市町村（0％）

-

金　　額費　　目
（区画整理）

工 事 雑 費

-

-- -

－10－

239,040 119,520
計

2,390,400 717,120
762,030

1,314,720
1,397,055

総　事　業　費項　目

2,540,100

事　務　費

備　考
県費（30％）

地 元 負 担（15％）
市町村（10％） 農家（5％）

負　担　内　訳

国費（0％） 県費（100％）

1,397,055

事　業　名

県営経営体育成基盤整備事業

254,010 127,005762,030
239,040717,120 119,5201,314,720

費　　目 金　　額 国費（55％）

2,540,100
2,390,400

事　業　費



上段:変更後

下段:変更前

第７章 効　用

〃
第８章 他の事業との関係 該当なし

第９章 計画概要図
〃
別　添

生産基盤保全効果（更新効果）
農業の持続的発展に関する効果

農村振興に関する効果

合　　　計

20,355

154,621
150,967

31,880

農業経営向上効果（維持管理） △ 1,548

項　目

区　分

農業生産向上効果（作物効果）

農業経営向上効果（営農経費）
△ 1,235

備　　　　考区画整理（千円）全　　　　体（千円）

便 益 額 所 得 額 便 益 額 所 得 額

-

1,803

△ 1,235 3,481

-

153,572
154,972

2,030

150,967

9,691
1,803

153,572
154,972

-

31,880 9,691
20,355

-

△ 1,548

405 -

　総費用総便益比＝

事業との関連

-

158,805

-

1.19

154,621

1.54

-

3,481
2,030

184,329166,744

-

-
1,105

-
-

166,744

-
-

-

（耕作放棄防止効果）　

2,312
1,105

184,329

-

   （国産農作物安定供給効果）

事業費（百万円）
前年度までの
進　 捗 　率

（非農用地等創設効果）
その他効果

405
4
- -

2,312

4

-

158,805176,085

事業主体 工　　期

-
-

区分 事　業　名

176,085

受益面積

－11－






